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設立年（西暦） 2005 年 

助成活動名 難聴者・中途失聴者のための手話講座 

助成額 300,000 円円 

活動内容 

目的 

難聴者は人と交流するとき、聞き取るために、補聴器、筆談、口話、手話な
どを頼りにします。難聴になって初めて手話に興味を持つ人もいます。公民館
などで健聴者を対象とした手話講座はありますが、難聴者が健聴者と一緒に受
講するのは困難であることから、難聴者対象の手話講座を開催します。受講生
は、初級と中級の 2 グループに分けて学習します。 

内容 

「難聴者・中途失聴者のための手話講座」 

4/23  13 名 5/14  14 名 6/25   13 名 7/ 9  13 名 

8/27  10 名 9/10  15 名 10/ 8  17 名 11/12  14 名 

12/10  14 名 1/14  17 名 2/25  16 名 3/11  17 名 

※上記は実施日と受講者数。他に毎月講師２名と要約筆記者３名体制。 
13 時~15 時まで、くらしき健康福祉プラザにて。 
 
（初級グループ） 
手話を習い始めたばかりの人も一緒になって、日常会話で手話が出来るよう

に、とにかく自由に会話してみましょう、がモットー。 
テーマを決め、例えば１月は「年末年始の出来事」。受講生はそれぞれ、「今

年の目標」「初詣」「おせち料理」などあらかじめ自分で短文を考えて、手話で
表現し、皆に見てもらいました。わからない手話単語は加藤先生の指導を受け
ながら、繰返し質問もしながら、ゆっくり確認していきます。 
 
（中級グループ） 
八巻先生が学習内容を色々考えてきて下さり、見てわかりやすい手話表現を

教えてくれます。「手話の位置・方向」「短文」「文法」「単語」「ＣＬ表現」「ス
ピーチ」など。 
また、面白いゲームも取り入れており、「階段名前ゲーム」「頭おしりゲー

ム」「デフリンピッククイズ」「自分の頭に貼ってある単語を、周りの人のヒン
トで当てるゲーム」「ことわざカルタ」など、楽しみながら、手話を覚えていく
方法でした。 

当初の計

画からの

変更点 

当初の計画からの変更はありません。 

成果 
受講生は手話学習歴のレベルがさまざまだったので、初級グループと中級グ

ループに分かれて学習することで、好評でした。講師が２名なので可能です。
そして初めて学習する人も、要約筆記がついているので心強いです。 

今後の課題と対
応策 

受講生は今後も手話学習を継続したいとのことです。講師からはなるべく要約筆記に頼ら
ないで頑張りましょうとエールをいただいています。 
 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
撮影日時 ２０２５年１０月８日 くらしき健康福祉プラザ 

 
今日も多くの受講者が学びました。手前が初級グループ、奥が中級グループです。初級

グループは手話通訳者が教えています。要約筆記をつけていますが、先生の言葉を書いて
OHC を通してスクリーンに映します（写真には写っていません      ）。 
合理的配慮の方法も試行錯誤しながら進めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
撮影日時 ２０２６年３月１１日 くらしき健康福祉プラザ 

 
写真は中級グループの様子です。教えているのは八巻結香先生でろうの方です。ホワイ

トボードを併用しながら教えており通訳なしでも非常に分かりやすいと好評です。 
八巻先生は今年度をもって退かれます。お世話になりありがとうございました。 

 

 


